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自己紹介
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http://www.physics.okayama-u.ac.jp/~otsuki/
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研究テーマ
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重い電子系 動的平均場理論に関連した手法開発

スパースモデリング



授業の概要と授業計画
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シラバスから少し修正しました

テーマ：
「強相関電子系における多体効果」

目的：
強相関電子系における磁性や超伝導の発現に
は、電子間のクーロン斥力に起因する「量子
多体効果」が重要な役割を果たしている。特
に、電子相関による局在状態は、磁性（多極
子秩序も含む）を理解する上で欠かせない。
本講義では、量子多体効果の基礎から始め、
電子の局在状態、重い電子状態、動的平均場
近似などを概観する。それらの基礎を元に、
授業の後半では、実際の強相関化合物の物性
について議論する。

授業計画：
1. 電子相関による局在状態と磁気モーメントの発生

2. 強相関化合物の有効模型と平均場近似

3. 強相関電子系の金属状態～フェルミ液体

4. 動的平均場理論の基礎

5. 重い電子系における遍歴と局在

6. Pr化合物における四極子近藤効果 (1)

7. Pr化合物における四極子近藤効果 (2)



目的 (もう少しおおざっぱな)

5

強相関系の物理はとても難しい。磁性と超伝導が相関していたり、磁

性といってもスピンだけでなく軌道の自由度も絡み合っていたり。電

気と磁気の自由度が相関していたり。

強相関系でこんなにも様々な現象が起こるのは、電子の遍歴性と局在

性の二面性に因ると思う。あるときは局在磁性になったり、またある

時は超伝導になったり。この講義では電子の遍歴と局在について考え、

強相関現象の背後にある電子状態を理解したい。強相関化合物中の電

子について自分なりのイメージを持ってほしい。



テキスト
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J-Physics夏の学校 (2016) 重い電子系夏の学校 (2009)



スライドの入手先
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または私の個人HPのトップから
「授業担当」→『【集中講義】「強相関電子系における量子多
体効果」』

http://www.physics.okayama-u.ac.jp/~otsuki/lecture/kobe2020/



成績評価について
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講義中に課題を複数出題します。その中から2つ解答して

レポートとして提出してください。

提出方法：

〆切：
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